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12

月
20

日

9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

夏祭り（7月）プール（8月）運動会・ハローウィン（10月）勤労感謝の日（11月）クリスマス会・餅つき大会（12月）初詣（1月）バレンタイン（2月）

（別添資料１）

家族支援

・連絡帳や連絡用LINEを活用し、相談しやすい関係を構築します
・SNSを通じ活動状況をつたえています
・家族の時間を確保できるよう、急な利用相談にもできるだけ対応します

移行支援

・関係各所（学校、相談支援、リハビリ、訪問看護など）との連携をはか
り、円滑に移行支援を行います

地域支援・地域連携

・相談支援事業所、療育センターなどとの情報共有を行います
・地域の消防署との連携します
・近隣の商店街の行事に参加し、地域の方々との交流をはかります

職員の質の向上

・毎月のスタッフミーティング・職員研修や勉強会・外部研修に積極的に
参加・個別にチェックリストを活用（不安なことをなくす）

支　援　内　容

・普段の体調を把握し、体調を崩すまえに異常の早期発見ができるようにします
・生活リズムを整え、状況に合わせて活動や休息を考えます
・適切な医ケアを行い、安全に安心して過ごせるように支援します

・個々の身体の状態を把握し、緊張緩和やストレッチなどを行いながら、正しい姿勢で過ごせるようにします
・五感を意識したプログラムを考え、個々の得意なこと・苦手なこと、好きなこと・嫌いなことを見つけます
・個々のリハビリ担当者と連携し、安全で安楽な過ごし方を考えます

本
人
支
援

・毎月の歌、絵本を決め、繰り返し聞く、遊ぶ、などから認知機能の発達を促す支援をおこないます
・季節の行事や旬の食べ物、花や気候などに触れる機会をもち、感性を豊かにできるよう支援します

・五感を意識し、YES・NOや快・不快のサインを出しやすくします。そして、サインに気づけるようかかわり、家族やスタッフなど周囲の人と共有します
・それぞれの自宅での様子を聞き取り、利用者本人が混乱しないように、同じ方法で関われるよう配慮します

・お友達と過ごすことの喜びや楽しみを感じられるような集団プログラムを実施します（個々で方法は違ってもみんなでできることを考えます）
・集団活動、個別活動を通じてルールや順番を理解し、社会性を育めるように支援します

支援方針

・ひとりひとりの個性や特性を尊重して、大切な1日1日を過ごせることができるようにかかわる。
・利用者、その家族の希望が少しでもかなえられるように、安全で安心しできる環境を整える。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 医療ケアや障がいをもつこどもが住み慣れた地域で安心してすごせるように！

事業所名 ふぁみりぃ 作成日支援プログラム


